
第９期計画における介護保険料算定の考え方について 

 

２ 保険料算定までのプロセス 

（１）介護保険料推計の流れ 

                                                              

                                                               

                                                              

 

 

 

 

                                               

  

  

 

                         

 

  

  

                       

                         

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第８期 第９期 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

Ａ 計画値 267,299人 267,845人 270,001人 257,939人 258,778人 259,548人 

Ｂ 実績値 254,991人 256,071人 ― ― ― ― 

Ｃ 差（Ｂ－Ａ） ▲12,308人 ▲11,774人     

 第８期 第９期 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

Ａ 計画値 45,543人 47,883人 50,407人 49,086人 51,553人 53,250人 

Ｂ 実績値 45,552人 47,398人 ― ― ― ― 

Ｃ 差（Ｂ－Ａ） 9人 ▲485人     

 第８期 第９期 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

Ａ 計画値 39,062人 41,034人 43,161人 42,116人 44,183人 45,594人 

Ｂ 実績値 39,637人 41,205人 ― ― ― ― 

Ｃ 差（Ｂ－Ａ） 575人 171人     

・令和６年度４月からの制度改正及び介護報酬改

定を反映。 

国からの提示時期：令和６年１月初旬頃 

・第１号保険料負担割合（２３％）を乗じて算出。 

Ｆ＝Ｅ×２３％（第８期同様） 

Ａ：第１号被保険者数（６５歳以上人口） 

Ｂ：要支援・要介護認定者数 

Ｃ：各サービス１か月あたりの延べ利用者数 

Ｄ：各サービスの見込み量 

・令和３～５年度の実績値により推計。 

（令和５年９月分の実績値までを反映） 

国からの提示時期：令和５年１１月下旬頃 

Ｇ：保険料収納必要額 

１人あたりの保険料額（年基準額） 

・地域格差を是正する調整交付金（国費）を反映。 

国からの提示時期：令和５年１１月下旬頃 

・保険料の上昇を抑制するため介護給付準備基金

からの取崩しを検討。 

Ｈ：第１号被保険者全体の賦課額 保険料収納率(見込)（９９．３％）で除して算出。 

Ｈ＝Ｇ÷９９．３％ 

第１号被保険者数で除して算出。 

１人あたりの保険料額＝Ｈ÷第１号被保険者数 

Ｅ：保険給付費等（計画期間中の総額） 

  【内訳】保険給付費＋地域支援事業費 

【Ｃ：各サービス１か月あたりの延べ利用者数】※暫定値 

Ｆ：第１号被保険者が負担する保険給付費 （２）第９期介護保険事業計画における保険料（基準額）について 

 

 ＜未確定要素＞ 

  ・制度改正の詳細 

  ・介護報酬の改定 

  ・調整交付金の交付割合 

  ・千葉市介護給付準備基金からの取崩額 

 

 未確定要素が多数あるものの、要介護認定者数の増に伴い、保険給付費等の増額が

見込まれるため、現基準額の「月額 5,400円」からの増額改定は避けられない状況で

ある。 

【Ｂ：要支援・要介護認定者数】※暫定値 

【Ａ：第１号被保険者数（６５歳以上人口）】※暫定値 

2 


